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令和3年度 第5回理事会開催
　令和4年3月4日（金）、理事9名（定員13名）、
監事2名が出席し、令和3年度第5回理事会を
仙台市内で開催しました。
　当日は、「令和4年度事業計画」および「令和

4年度収支予算」が審議され、すべての議題が承
認されました。また、「令和3年度事業経過報告」
などを行い、すべての報告事項が了承されまし
た。

令和4年度事業計画について

　今回の理事会で承認された「令和4年度事業
計画書」および「令和4年度収支予算書」は、当
センターのホームページでご覧いただけます。
　なお、事業計画の概要は、以下のとおりです。

＜事業計画の作成にあたって＞
　東北活性化研究センターは「知をつなぎ、地
を活かす」という活動理念の下、東北6県と新
潟県を含む東北圏の地域・産業活性化に寄与し
ていくことを目指し、調査・研究活動や地域の
プロジェクト支援、人財育成事業などに取り組
んでいる。令和4年4月には公益財団法人移行
後10年が経過し、この間、人と人とのつながり
やコミュニティの在り方、地域間のネットワー
クは大きな変容を見せている。
　東日本大震災からの復興は各方面におけるこ

れまでの取り組みにより、道路等の社会資本整
備が着実に進み、ハード面では一段落を迎えて
いる。令和3年度からは国による「第2期復興・
創生期間」がスタートしており、今後は復興ま
ちづくりや被災者の心のケア等、ソフト面の取
り組みについても、さらに前に進めていく段階
にある。
　また、現下の新型コロナウイルスの感染拡大
は、いずれ顕在化したであろう各種の社会的課
題をあぶりだし、我々にこれまでの価値観の見
直しを迫り、生活様式の変化を加速させている。
　その一方で、従来からの人口減少、少子高齢
化、東京一極集中という状況は依然変わらず、
東北圏では若者の移住・定住の促進に向けた各
種対策や、女性・外国人等の多様な主体が活躍
できる地域づくりの推進に加え、新型コロナウ
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イルス感染拡大にも対応可能な多様な働き方の
実現が求められている。
　当センターでは社会のこれらの動きに対応
し、昨年度は将来の DX に向けた東北圏企業の
デジタル化実態調査や、多様なワーク＆ライフ
スタイルの実現に向けた都市部人材を対象とす
る東北圏への関心等に係わる調査、観光関連
ビッグデータを用いた宿泊旅行市場の構造分析
調査などを行った。特に一昨年来取り組んでい
る女性の活躍推進や域内定着に関する事業につ
いては、マスコミを含む多方面から高い関心が
寄せられている。
　当センターでは、令和4年度もこのような状
況を踏まえた調査研究に取り組むとともに、自
らの実践を通じて東北圏の活性に貢献していく
こととする。
　具体的には、『調査研究事業』では、東北圏の
今を最新の社会経済データ（15分野　75指標）
で分かり易く解説する「東北データブックオン
ライン」（令和3年度公開の Web コンテンツ）
のデータ更新や、東北圏の地域活性化に向けた
ベンチャー・スタートアップ企業の成長に関す
る調査、東北圏における買い物困難者・交通弱
者等対策としての新たな移動支援サービスに関
する先行事例調査を行うこととしている。
　『プロジェクト支援事業』では、東北圏の優良
企業を紹介する情報発信サイト「ここで働きた

い！東北 ･ 新潟のキラ☆（ボシ）企業」をベース
に、地元企業で働く魅力の若者向け情報発信を
継続する。また、東北圏における新たな成長産
業の創出を促し、地域の魅力と活力を高めるた
め、外部の技術やアイデアをもった人材を積極
的に活用し新規事業を立ち上げるオープンイノ
ベーションの場づくりに引き続き取り組む。
　『人財育成事業』では、東北の次世代を担う若
者（小・中・高校生）に対し、地域や産業に対す
る関心を高めていただくよう、企業・団体等と
の協力による出前授業を継続して実施する。ま
た、「新しい働き方」をテーマとして、東北圏に
おいてビジネスを通して社会課題の解決に取り
組む若手起業家などの姿を動画で配信する「東
北 ･ 新潟のキラ☆（ボシ）パーソン」も継続する
こととしている。さらに、東北圏企業における
女性活躍推進の更なる発展に向け、令和2年度
に実施した「東北の企業における女性活躍の実
態調査」を活かした勉強会の本格実施を計画し
ている。
　これらの取り組みにあたっては、地域社会・
産業界等との協力・連携を欠くことができない。
東北経済連合会のビジョン「わきたつ東北」お
よび「ポストコロナ・5つの提言」の方向性と歩
みを合わせ、産学官金の関係機関との連携をさ
らに深めながら、着実に事業活動を進めていく
こととする。

＜主な事業＞
Ⅰ．公益目的事業
　1．調査研究事業
　　⑴ 　東北データブックオンラインのデータ

更新（新規）

　　⑵ 　ベンチャー ･ スタートアップ企業の成
長による地域活性化（新規）

　　⑶ 　東北圏における買い物困難者・交通弱
者等対策としての新たな移動支援サービ
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（今後の主な予定）

令和4年 5月17日（火） 令和4年度 第1回理事会 仙台市

令和4年 6月 3日（金）
令和4年度 評議員会
令和4年度 第2回理事会（書面決議）

仙台市

令和4年 8月24日（水） 令和4年度 第3回理事会 仙台市

令和4年11月 2日（水） 令和4年度 参与会 仙台市

令和4年12月 2日（金） 令和4年度 第4回理事会 仙台市

令和5年 3月 2日（木） 令和4年度 第5回理事会 仙台市

※当センターのホームページでも情報は随時更新しております。

スに関する先行事例調査（新規）

　2．プロジェクト支援事業
　　⑴ 　東北・新潟の「キラ☆企業」情報発信

事業
　　⑵ 　人口の社会減と女性の定着に関する情

報発信
　　⑶　オープンイノベーションの場づくり
　　⑷　地域活性化に関するプロジェクト支援

　3．人財育成事業
　　⑴　TOHOKU わくわくスクール
　　⑵ 　東北・新潟の「キラ☆パーソン」～新し

い働き方編～

　　⑶ 　東北・新潟女性応援ネットワーク勉強
会（新規）

　4．情報発信、情報や資料の収集および提供
　　⑴　機関誌「東北活性研」等の発行
　　⑵　ホームページ等による情報提供

Ⅱ．収益事業等
　1．収益事業
　　⑴ 　女性の地元定着並びに企業における女

性活躍に関する意識調査（新規）
　　⑵　景気ウォッチャー調査（東北地域）
　　⑶　東北 ･ 新潟の活性化応援プログラム
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